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東南アフリカ事情(6)

悩める国モザンビｰク

高橋清

KiyoshiTAKAHAS亘I

1.はじめに

ホテルのレセプショナｰの｢あなたはお連れ様と同室

すべきではたい｣との厳しい言葉に唖然としたがらも

私の連れカウンタｰバｰトのウガンダ人力グレ･マガソ

ボ氏ともども抗議してから10分は経つ.レセプショナ

ｰは白髪まじりの黒人でカグレにポルトガル託りの強

い英語で｢ここは英国ではたいモザンビｰクだ｣と一

言言ったきり無視している･｢予約してあるのだから部

屋の鍵を呉れ｣と私｢海は好きか?｣の問いに｢海を

見ると気分が悪くなる｣と答えるとニヤッと笑って｢静

かたシングルルｰムだ｣と鍵を寄こした.カグレには

｢ウガンダ人はたまには海を見る必要がある｣と私のよ

り数等立派た鍵を投げた1私の部屋は道路に面したシ
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第1図モザンビｰクの位置及び行政区分図

ソグルで80米ドル/日カグレの海の見える部屋は150

米ドル/目でしかもツインであった.翌朝の朝食卵

アレルギｰの私はハムとソｰセｰジとコｰヒｰ同席の

カグレにはウエイタｰは全く註文をとらず私と同じも

のが運ばれた､カグレは｢俺はコｰヒｰではなく紅茶

だそれに卵がないではたいか｣とどたるとウエイタ

ｰは肩をすくめて入口を指さしている.いやなら出て

いってくれということらしい.

現在は国営ホテルであるポラｰナ･ホテルの従業員達

は独立前には厳しくポルトガル人に教育され黒人であ

りたがら一般の黒人蔑視がしみついているのだろう､

翌年の出張では早くから手をまわして残留ポルトガ

ル人経営のカルドｰゾ･ホテルを予約したが同行のカ

グレはホテルのポルトガル娘に｢ここはあたたの来ると

ころではたい〃｣と極め付けられ全く泊れずモザンビ

ｰク地質調査所のアントニオ･ペドロ君の下宿に転がり

込んだ｡

これらのホテルには援助国であるソ連･東欧諸国の連

中国際機関のUNDP,FAO,WHO等六の人達が長逗

留しているせいか食事はかたりの物を食べさせてくれ

る･しかし一歩ホテルの外に出ると駅の近くのかっ

ては各地から買出しに集ったといわれる豪華なポルトガ

ル風のメルカｰド(公営市場)には雑草のようだ青い葉

っぱとだし雑魚のようだ小魚の干物がわずかに見られる

第2図マプトの国営ポラｰナ･ホテル(道路側より)道

路側の部屋の値段は海側の部屋にくらべてずっと安

㌧･.
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に過ぎず普通の野菜･果物は全く見られない.回レ

ソン･マルケス時代(革命後マプトと改名)ポルトガル人

により経営されていた周辺部の大農場･牧場･養鶏場だ

とは完全に雑草園･閉山した炭柱のようだ廃屋と化し

牛や豚の姿はなく痩せた鶏がところどころで走り廻って

いる･街で党かげる長い行列は革命後できた国営食堂

で売っているメイズ(玉蜀黍)入りのコッペパンを買う

ためである.

首都マプトの主要道路は片側3車線の見事た道路だが

数える程の車(ソ連製のフィアット･ジｰブラソドロｰバ

ｰだと)が猛スピｰドで町中を走りまわっている.新聞

によれば200台のタクシｰが空港と国営ホテルに常駐し

ていることにたっているがいつも多忙らしく一台も見

掛けたことはたい.連絡が悪いと空港で一晩寝ること

になる･1975年に独立したモザンビｰクでは1960年

代の初めに独立したタンザニアやウガンダにくらべると

電気･水道･道路だとのインフラストラクチャｰの破壊

は未だ目立たたい･地方に行くと車がほとんど走って

いたいせいか坦々とした舗装道路ばかりが目立つ.

サモラ･マシェル大統領は鉱物･エネルギｰ資源開発

に力を入れソ連･東欧諸国･イタリｰ･フランス･英

国の調査チｰムとUNDPの鉱物資源探査チｰムを受け

入れて各種の鉱産資源の探査開発を行なっている.し

かし数百年のポルトガル統治時代の調査でアルト･

リゴｰニャのペグマタイトとカルｰ系の石炭のほか見る

べき鉱産資源が発見されたかったモザンビｰクでは新

鉱床の発見は望み藩といわざるを得たい･

1984年3月16日南アとモザンビｰク国境を流れるコ

マチ川の土手で両国の不可侵条約の調印が南アのホタ

首相とマツェル大統領の間で行たわれた.南部アフリ

カのこの｢雪どけ｣は4年続いた干舷反政府ゲリラ

(MNR)の破壊活動などによるモザンビｰクの深刻な経

済破綻打開のためやむを得ない手段だったと思われる

がこれにより西側諸国の援助を引き出し東側の後退

が始まった.

2.モザンビｰクの歴史と現状

(1)モザンビｰクの生い立ち

モザンビｰクは1498年ヴァスコ･ダ･ガマの来航によ

ってはじめてヨｰロッパに知られ1505年にポルトガ

ルはノバソファラ(NovaSofa1a,現在のベイラ港の対岸)

に貿易や布教の基地を設けまた北部のモザンビｰク

中部のキリマネ(Que1imane)たどに新たに基地をつく

り1544年にロレンソ･マルケスがデラゴア湾を支配す

1986年6月号

第3図がっては南部アフリカ第一を誇ったマプトの公営

市場.メノレカｰド､

第4図首都マプトの中心街.道路の広さと車の少なさ

の対象が異常である.少ない車はハイスピｰドで走

るので事故は大変多いとのことである.

第5図モザンビｰク北部のナソプｰラ空港からナソプｰ

ラの町への舗装道路･多くの人達が街に向って歩い

ている.�
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るたど勢力圏を拡げていった.当時内陸部(主として現

在のジンバブエ)にはモノマタパ王国が栄え黄金の国と

して知られていたのでポルトガルは内陸への侵攻ルｰ

トを開拓するためにザソベシ川沿いにテテ(Tete)ソフ

ァラの西のマニガ(Manica)などに砦を築いた｡17世

紀にはオランダがモザンビｰク沿岸の基地を奪おうと何

度も攻撃をしかげてきたために内陸への侵攻は停滞した

が沿岸地域に多くのポルトガノレ人の入植が進み彼らは

大農園主(プラゼイ回)となってアフリカ人を農園労働者

として使用し私兵を常時雇用し一種の独立国家を形づ

くった･18世紀には多くのアフリカ人が奴隷として当

時ポルトガル領であったブラジルに送られのちにはフ

ランス領マダガスカルやレユニオン島にも送られた.

奴隷の主要積出港はキリマネであった.19世紀半ばに

はポルトガル人は現モザンビｰクの大半を支配し1884

-85年のベルリン会議によってヨｰロッバ列強によるア

フリカ分割はほぼ終りモザンビｰクはポルトガル領東

アフリカとたったがザンベジ川以北はドイツ領東アフ

リカ(タンガニィヵ)に以南は南アフリカのボｰア人共

和国とナタｰルのイギリスの勢力に圧迫された.ポル

トガル政府はモザンビｰクの統治と開発を目的として

北都を管轄する｢ニヤサ会社｣と南部のソファラとマニ

ガ地域を管轄するrモザンビｰク会社｣を19世紀末に設

立した｡しかLモザンビｰクの開発がおくれまた

ロレンソ･マルケスとヨハネスブルグベイラとソｰル

ズベリｰ(現ハラレ)を結ぶ鉄道が開通したため数多く

の住民が移民労働老として南アフリカやロｰデシアヘ流

出した･20世紀の初頭には南ア･トランスバｰルの炭

坑と金山のアフリカ人労働者の50%以上がモザンビｰク

からの移民だったという.ニアサ会社･モザンビｰク

会社は商業鉱業利権徴税権をもちアフリカ人に対し

ては奴隷以上の強制労働と搾取を行なってきた為各地で

第1表

モザンビｰクの略史

年

1498年

1505年

16世紀

17世紀

18世紀

1884-85年

1891-94年

19世紀末

1953年

1962年

1974年

1975年

〃

1984年

できごと

ヴァスコ･ダ･ガマ希望峰を回ってモザンビｰクに来航

ノバ･ソファラに貿易･布教のための基地建設

北部のモザンビｰク､中部のキリマネ､南部のロレンソ･マルケス､ザンベジ川

上流のテテ､内陸部に浸透しマニガなどに砦をきずく.

オランダとの争い.ポルトガル本国よリ入植し農園を開拓.

いわゆる大農園主制(プラセイロ)をとり､それぞれ私兵を雇用し一種の独立国家

を形づくる.

多くのアフリカ人が奴隷としてブラジル･マダガスカルなどへ送られる.

キリマネはポルトガルの奴隷貿易の基地であった｡

ベルリン会議.ヨｰロッバ列強によるアフリカ分割.モザンビｰクはポルトガル

領東アフリカとして認められる.

モザンビｰク統治のため｢ニアサ会社｣と｢モザンビｰク会社｣設立

ヨハネスブルグｰロレンソ･マルケス間及びソルスベリｰ一ベイラ間の鉄道開通

数多くのモザンビｰク人が移民労働者として南ア･ロｰデシアヘ移住.

植民地は廃止され､モザンビｰクはポルトガルの海外州となる.

モザンビｰク解放戦線(FRELIMO)結成

ポルトガル本国の民主化クｰデタｰ.植民地解放を宣言.

6月25日サモラ･マシェルFRELIM0議長によりモザンビｰクの独立宣言

7月アフリカ統｣機構(OAU).9月国連加盟

3月16日南ア共和国との不可侵条約調印

モザンビｰク人民共和国(Rep6blicaPopulardeMozambique)

面積

人口

言語

人種

経済

80万1,590km2(海岸線2,500km)主都マプト(Maputo)

1,293万人(1982年)

ポルトガル語(公用語)

主として中央バンツｰ系黒人

農業が基幹産業(カシュナツ､綿花､コプラ､砂糖､植物油)､漁業､海外出稼

ぎ労働者よりの送金(現在は停止申)･鉄道輸送料
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何度も反乱が起ったがことごとく鎮圧された･ポルト

ガル政府はロレンソ･マルケスとヨハネスブルグ間の鉄

道開通を機に毎年10万人のモザンビｰク人を南アの金鉱

山に蛍働者として提供する協約を結びモザンビｰクと南

アとの関係は極めて深くたった.1933年に制定された

r植民地法｣により植民地どたり1951年にモザンビｰ

クの政治的地位は植民地から海外州に変ったがモザン

ビｰク人の奴隷的立場は改善されず強制労働･95%を

越す文盲率と益々悪くたった.

1962年モンドラｰネ(EduardoMond1ane,1920-1969)

を議長に結成されたモザンビｰク解放戦線(FRELIMO)

は隣国タンザニアを基地として1964年から武力闘争を

開始し翌年には国土の20%に当たる北部を解放した.

モンドラｰネは1969年に暗殺されたが代わって議長には

サモラ･マツェル(SamoraMacheI)が選ばれた.ポル

トガルは陸海空軍を投入しベトナム戦争中米軍が試

みたのと同様のr戦略村｣作りなどでゲリラ鎮圧をはか

りベトナムのソンミ村事件に似た住民の大虐殺も起っ

た･タンザニア中国ソ連の援助を受けたFRELIMO

は1971年にザンベジ川の南に進出し1974年4月ポル

トガル本国での民主化クｰデタｰによって成立した新軍

事政権は植民地解放を宣言し1975年6月25目にマシェ

ルFRELIMO議長は高らかにモザンビｰクの独立を宣

言した･しかし隣の南ア白人政権との対立に加え

反政府ゲリラ組織であるモザンビｰク民族低抗運動(Ml

NR)の破壊活動と経済政策の破綻4年続きの干魅た

どで動きがとれなくたり1984年3月16同宿敵南アと

手を握らざるを得たくたった､

(2)モザンビｰクの現状

400年以上に及ぶポルトガルの支配と奴隷以上の強制

労働のためにバンツｰ系のモザンビｰク黒人は自分達

の言葉をたくし生れたがらに一してポルトガル語をしゃべ

りしかも95名は文字が読めたい.独立前後にポルト

ガノレ人が引揚げる時に車･船･その他の輸送機材をこ

とごとく持ち去った結果国づくりに必要な資材はな

く手もとに残ったのはソ連からの武器だけだった.

鉄道はマプトｰヨハネスブルグ間ベイラｰハラレ間

ベイラｰサリマ(マラウィ)間と三本の主要幹線が走って

いるがいずれも内陸諸国との物資輸送のためで南北

に長いモザンビｰクを貫ぬく鉄道はたい.かつて盛だ

った沿岸航路による物資輸送は貨物船をポルトガル人

がすべて持ち帰ったため途絶状態で食糧を干舷の飢餓地

帯に送る手段がたい.モザンビｰク航空の海外線はフ

ランスのUTAのチャｰタｰで最も長距離路線はマプ

トｰダルエスサラｰムｰアデソｰソフィアｰ束ベルリン

便で最も便数の多いのはマプトｰハラレ間である.

国内路線は時間表によれぱかなりの便数があるが外国

人は関係省庁の承認書と到着地の地方事務所長の受入書

が切符のほかに必要ですべてが揃っても燃料不足や故

障のために運休することが多いため地方にでかけるの

には相当の覚悟が必要である･ジンバブエのウムタレ

とベイラ港との間には油送管が走りジンバブエのガソ

リンをまかたっておりまた世界第4位の巨大たカボラ

･バッサ水力発電所からは南アに送電し外貨を稼いでい

るが政府が新政策を実施しようとすると反政府ゲリ

ラMNRにより油送管を爆破され送電線を切られる･

マプト市内では欠きたビルが林立しているが建設工事

が中断され放置されたままのビルが多く完成している

ピノレもエレベｰタｰが動かないため5階か6階までしか

使われていない.

第6図がって繁栄を誇ったロレンソ･マルケス駅.現

在のマプト駅は人影も少なく閑散としている.手

前は独立後衛てられた平和の像

]986年6月号

第7図マプト市内に林立する高層ビル.多くは工事中

断で放置されている｡また看板がほとんど見られ

ないのも異常である.�
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第8図マプト港近くに残る17世紀のポルトガルのとりで.

第9図カルドｰゾ･ホテルから見たマプト中心街

広大な豊かな平野でしかも2,500㎞にも及ぶ長い海岸

線をもつモザンビｰクはポルトガルの海外州時代は周辺

内陸諸国への生鮮食糧の供給国としてかたりの外貨を稼

いできた.とくに果物･野菜･食肉･海老は有名で美

味しいポルトガル料理と美しい海を目当てに多くの観光

客を集めロレンソ･マルケス(現マプト)の歓楽街には

世界各国から数千人の美女が集り働いていたといわれ

る.ポルトガル人が経営していた大農場は農業を知ら

たいFRELIMO政権の人達に任されたため独立後5

年足らずに壊滅状態にたり名物の海老はソ連のトロｰ

ル船団により武器の代償として根こそぎ獲られてモザ

ンビｰクでは国営ホテルと｢ドル･ショップ｣以外では

見ることができたくなってしまった.

アフリカ屈指の親ソ派であるモザンビｰクは増え続け

る国際収支の赤字を救うためにソ連･東欧の経済協力

機構であるコメコン(経済相互援助会議)への加盟を強く

希望し交渉を続けているがお荷物にたるのを恐れて

か加盟国の承認は得られていない.

南アとモザンビｰクとは全く体制が異なりいわぼ

｢水と油｣の関係にある.この両国が1984年3月に不

可侵条約に調印Lたことはモザンビｰクの経済危機を救

うための唯一の手段とマシェル大統領が判断したためで

あろう.彼は｢敵対的でさえある両国間の体制の違い

を認め合った上でわれわれは破滅的な武力抗争を中

止平和共存相互尊重善隣関係確立の道を選んだ｣

と強調･南アとの善隣関係を互恵主義に基づき経済開

発に結び付けたいとの期待を表明している(朝日新聞:

昭59.3.17).

1981年頃から見え始めていたソ連離れが結果として

表面に出てきたのがこの条約であろう.

モザンビｰクは独立直後の1975年9月に国連に加盟

し同年7月にはアフリカ統一機構(OAU)のメンバｰ

にもなった｡また南アの経済支配から脱却する目的を

もつ南部アフリカ開発調整会議(SADCC,サダック;1979

年設立)のメンバｰでもある.FRELIMOは解放闘争

中はおもに中国とタンザニアの援助を受けてきたが独

立後はソ連との関係が強くたっていた.

3.モザンビｰクの地形と気候

(1)地形

モザンビｰクの国土は印度洋に面し約2,500㎞の海岸

線をもち南北に長く拡がっている.アフリカ南部の高

原からグレｰト･エスカｰプメソトの外側に広がる開析

の進んだ高原斜面とアフリカでは最も広いモザンビｰ

ク平原により構成されている｡北からタンザニア国境

のルブマ川ルリオ川ルジェンダ川ムワロ川たどに

より高原地帯は解析されている･東アフリカ地溝帯の

南端マラウィ湖からのシｰレ川は高原を深く解析し急流

をつくっている.モザンビｰク平原にはザソベシリン

ポポの両大河のほかプソグェサベフｰジ川などが流

れている.このようにアフリカ大陸沿岸部で最も広い

平野部をもちしかも水利にも恵まれポルトガル植民

地から海外州時代には農業が経済の主体を占めとくに

気候風土も農耕に適した北部では棉花の栽培に重点がお

かれた.北部のニアサ高地にはナムリ山(標高2,419m)

ジンバブエとの国境のマニガ高地には標高が2,436mの

ビソガ山があるが全体としてゆるやかた地形でエスカｰ

プメソトを境にして西が高原地帯東が平野部に大別さ

れる｡長い海岸線は小屈曲に富み水深が浅い欠点はあ

るがマプトベイラだとの良港湾も少なくない.南緯

15｡以北と20｡～2ガには熱帯特有のサンゴ礁がよく発達
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ポルト･

アメリア

｡モサン･

ビｰク

第11図マプト郊外のマプト湾内の塩田.現在は放置され

ている.遠景はマプト市

凡例

インヤ海抜0_200m､､.､.､.□

ンバネ200～500m_一__.[三三…三ヨ

1,O00mm以上､........麗

�

エスか一プメント…___ノ

第10図モザンビｰクの地形及び構造図

している.

地理的には次の4帝に区分されている.(第10図)

1)沿岸低地海抜0～200m

2)中間帯200～500m

3)高原地帯500～1,000m

4)山岳地帯1,O00m以上

(2)気候

モザンビｰクの気候は一般にサバンナ気候に属するが

南北に長いため地域的にかたりの差異がある.11月～

3月は暑い雨期でとくに1月か2月が降水のピｰクとな

り4月～10月は乾期で涼しくこの特長は内陸部に･入

るにつれて顕著とたる.この数年アフリカ南部の早魅

は雨期のピｰク時の1月と2月にほとんど降水がたく

南部のリンポポ川は逆流する程であった.年降水量は

地形海岸からの距離などに支配されるが北部のニア

サ高地及びマニガ高地で最高で1,800～2,000mm/年

農耕に適する800mm/年以上の地域が高原地帯と沿岸低

地を広く占めている･ザンベジ川沿岸低地は600～800

mm/年モザンビｰク平原南部の内陸部は600mm/年

1986年6月号

ぴ

㈰�

園･

05001000k皿

2ダ岬

巨…ヨ;

圧コ6

國7

医ヨs

第12図アフリカ南部の先カンブリア時代の造山帯

(諏訪矢入1979より)

以下となり南ア･スワジｰランド国境附近では350mm

/年と最低の降水量とたる.平均気温は沿岸で1月

25｡～28T7月18｡～24丁内陸高地で1月21｡～25.

C7月15｡～18Tと緯度と標高に対応している.

4.モザンビｰクの地質の概略

先カンブリア時代�
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第12図でみられるようにモザンビｰクの国土の大半は

汎アフリカ造山(600±200Ma)を受けた岩石からたり

その中でもザンベジ川北都地域はモザンビｰク帯の標

式地となっている.ジンバブエとの国境附近ザンベ

ジ川沿いには同時期のザンベジ帯が入り込んでいる.

西部のマニガ･工･ソファラ附近には始生代のロｰデシ

ア剛塊の一部がみられモザンビｰク唯一の金鉱床区を

剛塊中の緑色岩帯中に形成している.しかし1970年代

後半のフランスBRGMチｰム1980年代のイタリｰ

Aquater会社チｰムはザンベジ川北部の先カンブリア時

代の岩石からたるいわゆる｢モザンビｰク帯｣の調査を

5万分の1地質図幅の作製を基本とし岩石の年代測定

地球化学的調査を組み合わせて行たった結果モザンビ

ｰク帯と考えられていたこの地域は主として約1,O00Ma

のルリオ帯(キバラ造山1,100±200Ma)からなりさらに

各所に更に古い年代を示す基盤岩類があることを確かめ

地史を組み立て直した.すなわち第2表のように(1)

片麻岩･ミグマタイトからなる基盤(MocubaFormation)

(2)火山砕層岩に富む火山岩･堆積岩累層(Mama1a及び

CauarroFormation)(3)コオルツァイト･片岩･細粒片

麻岩･角閃岩時として苦鉄質岩及び超苦鉄質岩を含む

変成岩帯(RioMo1oculGroup)(4)上記の岩類をおLか

ぶせているグラニュライト岩体(5)種六の汎アフリカ･

キバラ及びキバラ以前の造山時代の花崩岩類からなる.

すなわち汎アフリカ造山帯のモザンビｰク帯の模式地

と考えられていたモザンビｰク北東部の地域の主要た変

動は～1,000Maのルリア造山(Lurian)である.ま

たキバラ造山帯のイルマイド造山帯(Irumide)から印

度洋までの断面すたわちザンビア･マラウィ･モザ

ンビｰクを横切る断面でこの変動は数多くの広範囲の南

東方向の衝き上げ帯をつくっており欠きた安定地塊が

残され若返っているとする大陸衝突説を支持した.し

かしこのプレｰト･テクトニック説にもとづく大陸衝

突をKRONERは強く反対している1

有名たアルト･リゴｰニャ地域のペグマタイトは汎

アフリカ造山末期の大規模な花開岳(～500Ma,86Sr/86Sr

第2表

モザンビｰクのカルｰ系より古い(先カンブリア時代)地質層序と変動

(SACCIほか1984)

汎アフリカ造山:～500Ma(Pan〃ricanevent)

主として熱変成､ゆるやかな変形､局地的な花商岩とペグマタイトの形成

鉱物の放射性若返り.

花商岩類の全岩Rb/srアイソクロン年代=～500Ma87sr/86sr土蜘空値二〇.707～0,712

キバラ造山(ルリア帯):～1,1OOMa(KibaranorLurian)

グラニュライト･ナッペの形成.片麻岩､syn･及びpost造山花商岩の形成

広範囲の同位体均一化

優白色グラニュライト全岩アイソクロン年代=～1,200Ma97sr/86sr比初生値=o.706

片状花筒岩類〃二一1,100Ma〃O.7027

未変形花陶岩類〃二～1,100Ma〃O.702

リオ･モロクェ層群:1,100～1,300Ma(RioMolocueGroup)

地殻の薄化(オフィオライトの発達?)1薄い砕屑堆積岩層

苦鉄質岩類全岩アイソクロン年代=950±40Ma.87sr/86sr比初生値=0.7091

ガバロ層群:(Cava･･oF)

僅かの炭酸塩岩を伴なう変泥質岩層.

ママラ層群:(MamalaE)

主として流紋岩質砂層岩よ一)なる変火山岩･堆積岩累層

流紋岩全岩アイソクロン年代=～1,000Ma.87sr/86sr比初生値=0,713

不整合

モクバ層群:(MocubaF)

片麻岩･ミグマタイト.主としてカルクアルカリ火山岩源

何回もの変成･変形を受けている

縞状片麻岩･閃緑岩の全岩アイソクロン年代二1,000～1,050Ma.87sr/8asr比初生値=o,7028

岩石の年代測定はC.N.R,InstitutodiGe㏄ronologiaeGeochimicaisotopica(Pisa)で行なわ牙眈.
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比初生値=O.707～O.712)の貫入に伴ない典型的なS型

あるいは石原のイルメナイト型の花嵩岩でこれら花嵩

岩体の風化侵食により印度洋岸には大観模な漂砂イルメ

ナイト鉱層が形成されている1

カルｰ系

モザンビｰクにはカルｰ系基底のドワィカ統(Dwyka

Series)は見出されておらずユッカ統(EccaSeries)

の堆積岩層が先カンブリア時代の基盤岩上を直接覆って

いる.またビュｰフォｰト統(Beaufor亡Series)の

堆積岩層は広く分布しテテ(Tete)附近で最大の層厚

を示す.薄いストｰムベノレグ続の砂岩層はビュｰフォ

ｰト統を整合的に覆っている.テテと北部のタンザニ

ア国境のルブマ川とマラウィ湖の地域でカルｰ系の堆積

岩層は最も発達している｡これら堆積岩層には炭質頁

岩･爽炭層をはさみ砂岩･頁岩からたっている.テテ

附近の爽炭層は稼行中である.

カルｰ期の最末期(ストｰムベルク統)は莫大な量の玄

武岩･安山岩溶岩の噴出で特徴付けられ南アフリカ･

スワジｰランド国境沿い中西部のジンバブエ･マラウ

ィ国境附近(サベ川沿い)北部のルリオ川沿いに分布Lて

いる.

カルｰ系以降

ザンベジ川流域以南の地域は広くカルｰ系以降の堆積

物に覆われている･モザンビｰクの地質図は第13図に

示す.

5.モザンビｰクの鉱物資源

モザンビｰクの鉱物資源は先カンブリア時代の鉱化作

用による鉱床とカルｰ系の炭田が主たものである･(1)

始生代のロｰデツア剛塊中の緑色岩帯中の金鉱床一ジン

バブエ国境沿いに分布するマニガ(Manica)レブネ

(Revne)アスベスト鉱床一マビタ(Mavita)(2)アルト

･リゴｰニャ地域のペグマタイト鉱床(3)先カンブリア

時代末期の花歯岩に伴たう蛍石鉱床一マゴッサ(Maco-

ssa)マリソゲ(Maringue)(4)アルト･リゴｰニャ地

域の花嵩岩･ペグマタイトの風化堆積した印度洋岸に分

1一"

36.38｡

タンザニア

40喜

一ン

ブ

エ

茶/目算簑層

茱ほll二瓢岩

��

南

ア

フ

リ

カ

ユ4｡

32.34.36｡

16｡

18｡

鰯コ始生代ロｰデシア剛塊茎鰐類

第13図

モザンビｰクの地質図

1986年6月号�
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布するチタン鉄鉱･ジルコン漂砂鉱床一ナブリ(Naburi)

モエバゼ(Moebaze)ペバネ(Pebane)一.及び(5)カ

ルｰ系の主としてユッカ流の堆積岩層中の炭田一テテ附

近のモアティゼ(Moatize)ムアソベ(Muambe)クソ,､

ザニア国境附近のマニャソバ(Manyamba)ルジェンダ

(Lugenda)が挙げられるが稼行中の鉱床炭田はア

ルト･リゴｰニャのペグマタイト(主としてソ連の援助)

とモァティゼ炭田(東ドィッの援助)だけである.(第14図)

(1)ペグマタイト鉱物

南部アフリカの三大ペグマタイト帯(キバラ造山帯一

1,100±200Ma;ダマラ及びモザンビｰク造山帯一600±200Ma)

の地球化学的特徴はそれぞれ異なっている｡キバラ帯

とダマラ帯のペグマタイトの特筆すべき特徴は約3,000

kmの総延長を通じて至るところに錫の鉱化作用が見ら

れ世界でこれと比較できるのは東南アジアのビルマｰ

タイｰマレイシアｰインドネシアの中生代の花崩岩と共

生している錫ベルトだけである.ニオブタンタルと

少量の稀土類元素ジルコニウムハフニウムは錫と共

生しまたキバラ帯のペグマタイトでは錫とタングス

テンとが共生している.モザンビｰク帯のペグマタイ

ト中には錫はほとんど見られない･しかL稀土類元

素チタンウラソトリウムは特徴的に濃縮してお

り特にモザンビｰクとマダガスカルのペグマタイト中

には合スカンジウム鉱物を産しリシウムとベリリウム

も濃縮が著しい.

キバラ･ダマラ帯は西帯あるいは“錫帯"と呼ばれ

モザンビｰク帯は東帯あるいは“稀土帯"と呼ばれてい

る.
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第14図モザンビｰクの鉱物資源分布図
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トリウムトリウムニオブタンタルのような稀元素

^ペグマタイト旧坑(ほとんど羽英〕

に富んでいる.×採掘可能なペグマ州鰍はア1レフ･ペッ1名耐た〕

1石英を主としたペグマクイH永

図1+･ムイアネ秘の探掘榊

/主要適路

1983年初頭にこの地域を訪れた時はイタリアAquater杜に

第15図アルトリゴｰニャ地域のペグマタイト鉱床分布図

よる地質図幅及び地球化学探鉱終了後約70名のソ連チｰム

(モザンビｰク地質調査所資料一1962を一部改訂)

の指導で採掘開発が始まった時期であったが反政府ゲリラ

MNRにキャンプを襲われ24名のソ連技術者が拉致され沈麓

友空気に包まれていた･われわれ一行はナソプｰラ空港近くの

地方事務所宿舎に一泊した後武装ジｰプ2台に前後を守られなパグマタイト鉱山や旧坑を観察することができた.しかし

て約150k血のアルト･リゴｰニャ地域の中心であるミナ･ムイこのようた緊迫した時期であったため写真の撮影は厳しく禁じ

アネ(MinaMuiane)のキャンプに着き約一週間滞在し主要られた.なお拉致された24名のソ連技術老達は1984年3月16日
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策3表アルト

リゴｰニャ地域ペグマタイトのニオブ･タンタル鉱物

(VONKNORRING,1970より)

1･2･3･4･5･6.7.8.
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1.工an七ali七e,Nuianepegma七i七e,A1七〇Ligonha,正i02ambique.

2.Tantali七e,Mo〕=･ruapegma七i七e,A1七〇Li星｡nha,Mozambique.

3.Nangan〇七an七ali七e,Namirrapapeg㎜a七i七e,A1七〇Ligonha,Hozambique.

4.珊angan〇七an七a1i七e,Mor]='uapegma七i七e,A1七dLigonha,Mozambique.

5..Nan星an〇七an七ali七e,Norruapegma七i七e,A1七〇Ligonha,泌｡zambique.

6.Scandianixioli七e,工{uianepe葛ma七i七e,A1七〇Ligonha,ハ｡zambique.

7.Tapiolite,蝸uianepegma七i七e,A1七〇Ligonha,珊｡zambique.

8･Tapio1i七e,Namareユ1apegmati七e,A1土〇Ligonha,皿｡zambique.

(vonKnorring,1970湊リ)

の南アとの不可侵条約調印の日に無事解放されたという.ソ連

チｰムは1984年5月にアノレト･リゴｰニャ地域の援助を打ち切

り引き揚げ現在は南アの鉱山コンサルタント会社により再調

査されている.

アルト･リゴｰニャ地域の地形は全体としてなだらか

だがペグマタイト中の石英コアが残って200～300mの

高さの峯をつくり特異た景観を見せている.アルト･

リゴｰニャ地域のほとんど総べてのペグマタイトは黒帯

構造が極めてよく発達しており長石類は強い風化のた

めカオリン化しているためペグマタイト鉱物含量の低

い場合でも経済的に採掘できる.

地域のペグマタイト鉱床と石英を主としたペグマタイ

ト脈の分布図を第15図に示す.

石英は多くのペグマタイトの主要鉱物でしばしばコア

をつくっている･ムイアネでは塊状の石英コアは曹長

石(クラｰブラソダィト)と白雲母を伴たう変質したリシ

ア輝石(LiA1(S男06))の巨大な短冊状結晶を含んでい

る.ロｰズコｰツや煙水晶も普通である.ムイアネの

徴斜長石の巨大な結晶は白雲母の縁どりをもっており

1986年6月号

大部分の黒帯ペグマタイトの中間帯には緑柱石とコ日ソ

ハイトが濃縮しておりアマゾナイトも観察される､白

雲母曹長石あるいはリシア雲母曹長石の組合せは普

通である｡ムイアネのリシア雲母グライゼンはかな

りの量のマイク回ライト(パイロクロア族中のTa鉱物)

を含み緑柱石コロンバイトモナザイト燐酸イット

リウム鉱(Xenotime)ジルコンに富む.アンブリゴ

ナイト'リシア輝石及び種々の雲母が主たリシウム鉱物

でありさらにはリシウムは色付きの電気石緑柱石や

緑泥石クッカイト(cookeite)中にも含まれている.

アノレト･リゴｰニャの多くのペグマタイトは良く発達

したリシウム相があるけれども南西アフリカのようなリ

ツウム･ペグマタイト鉱床区ほどリシウム鉱物は多くた

い.希鉱物であるポルサイト(ゼオライト族(Cs,Na)男

A1.SiOユ｡･H.O)はリシア雲母脈中に普通に産したらしく

マプトの地質調査所に素晴らしい標本が展示されてい

る･宝石にたる色付きの緑柱石も多く青緑色のアクア

マリンがもっとも多くモルガナイト(ピンク･バラ紅色の

緑性万の宝石名)無色真珠色のものも普通に産する.

ムイアネでは現在でも素晴らしいモルガナイトの柱状結�
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□長石帯(冠換部)綴嚢石英核部

区羽長石･白雲母榊回線柱石

魎白雲母帯睡璽リシア雲母:オ

[1コ種｡のぺ灼タイド麗石英帯

匠ヨ黒雲母片状花嗣岩屋園電気石榊

囲錫石

*コロンバイトを含む

榊含リシウム班気石(mM1趾e)を特産

第16図ナイバ(Naipa)鉱山のペグマタイト

霞翻雌雄

匿璽ヨ漂砂

匝≡1'雲栂

懸離長石

匡妻嚢1萎茎暮種々のペグマタイト

(ベリル･コロンバイトを含む)

が見付かっているという･ムイアネと近くのナイパ鉱

畠山はルベライト(rube11ite淡紅色乃至深紅色の合リシウ

ム電気石)とヘルデライト(verde1ite緑色電気石)の主産

地である･希土類元素鉱物では黄色のモナザイト緑色

の燐酸イットリウム鉱が普通でモナザイトはコロンバ

イトと共生し燐酸イットリウム鉱はメタミクト状態のジ

ルコンと共生している･ウラン･稀土類元素を含むニ

オボタソライトは広く分布しユｰクセナイトも比較的普

通の稀元素鉱物である.コロンバイトタソタライト

マソガソタソタライトスティポタソタライトタピオ

ライトマイクロライトイルメノルティル(Ti,Nb,Fe)3

06及びスカンジウムイキシオライトとニオブ鉄マソ

ガソ重石だとが種々のペグマタイト中に観察される.ア

ルト･リゴｰニャ地域の南のモリア(Morrua)鉱山は長

年世界のタンタル生産鉱山のトップでありモリアのマ

ンガソタソタライトはタンタル含量が最も高く端成分に

近い.モルアを含むアルト･リゴｰニァ地域ペグマタ

イトのニオブ･タンタル鉱物の分析結果(VONKNOR-

RING,1970)を第3表に示す｡アルト･リゴｰニャ地

域ペグマタイト鉱山の例としてナイバ鉱山及びナヒア

鉱山の平面･断面図を掲げた(第1617図).

第17図ナヒア(Nahia)鉱山のペグマタイト

1975年に革命が成功しポルトガル人が本国に引揚げる際にア

ルト･リゴｰニャ地域ペグマタイト産の稀鉱物標本や資料の大

半が持ち去られマプトの地質調査所には余り残っていないが

庁舎内の各処に未だ数多くの標本が展示されている.マプトで

はアルト･リコｰニャｰムルプｰラの地質図幅は欠けていたが

筑波の地質調査所の資料室で保存されていた.なおモザンビｰ

クの地質図幅は1.x1｡の1/250,000である.

1975年に独立後1979年に金鉱山･炭田を国有化した

ため革命闘争の間休止していたアルト･リゴｰニャ地域

のペグマタイト鉱山は完全に活動を停止してしまった.

サモラ･マシェル政権はイタリｰのAquater杜に地域

の広域地質調査を委託しその後ソ連チｰムの協力に

より採掘開発を始めたがMNRゲリラにより24名のソ

連技術老が拉致され一頃座をきたした.

(2)チタン鉄鉱･ジルコン漂砂鉱床

印度洋海岸にはアルト･リゴｰニャ地域の新潮花崩岩

ペグマタイトの風化侵食により堆積形成したチタン鉄

鉱鉱床がキリマネとモザンビｰク間に広く分布し鉱量も

かたりあるがニオブ含量が高いため独立後は開発は始ま

っていない.かつて大規模に採掘されたのはペバネ海

岸の鉱床である.リゴｰニャ川たどではタンタライト

の堆積濃縮が見られる｡アルト･リゴｰニャのソ連チ

ｰムによれぼこれらのチタン鉄鉱･ジルコン鉱床の開

地質ニュｰス382号�
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発は緊急を要したいとDNRへ報告している.

(3)金

ジンバブエのウムタレの東にモザンビｰクのマニガ金

鉱床区がある.マニガの金はジンバブエの金鉱床と同

様に始生代のロｰデシア剛塊の緑色岩帯中に胚胎してい

る.ウムタレｰベイラ港問には油送管が走っており

しかもマニガ附近は山岳地帯のため反政府ゲリラMNR

の拠点の一つにたっており治安が悪いため独立後は全

く調査も行たわれていたい.

(4)宿炭

カルｰ系のユッカ統堆積岩層の炭層はテテ附近で最も

発達しており独立後東ドイツチｰムの協力で開発が行

なわれモアティゼ(M･･ti･･)炭田で50万トン/年生産

し200万～300万トン/年の生産を予定Lていたが

1981年以後は治安の悪化から逆に生産額は低下した.

モザンビｰクの鉱物及びエネルギｰ資源開発には鉱物資源省

とエネルギｰ･水資源宅(1982年に分離)が行ない地質調査所

(DNR)は鉱物資源省に属しナソプｰラ･テテに支所を持っ

第19図地質調査所に展示されているアルトリゴｰニャ

のペグマタイト鉱物a)rube11ite

ている.DNRとともに調査に協力しているのはUNDP･英国

Hunting杜･イタリｰAquater杜･フランスBRGM及び

CGGとチェコスロバキアチｰムで開発に協力Lているのはソ

連及び東独チｰムである一しかし1984年以後ソ連チｰムは

撤退し東独チｰムも撤退の意志を示している･マプト･イニ

ャンバネ附近では天然ガス田が発見され国内向けに開発が進

められている.

6.おわりに

ダルエスサラｰムからマプトヘの出張の際持参するお

土産はダンボｰル箱2～3個の新鮮な野菜であった｡

手荷物のエクセス料金には換えられたい貴重なお土産で

第18図12階建てのモザンビｰク地質調査所(Direccao

Naciona1deGeo1ogia;略称DNG)一台あるエ

レベｰタｰは動いたり動かたかったりしかし皆

おとなしくエレベｰタの来るのを待っている.

第19図b)rosequartzなど

1986年6月号

�A�日�C�VD��

釦'X1チFL^0RTuVZ1`'日D置戸1LOPRuVX.{o�GM��1���
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�S�丁��V��2.6'o.

�����

����

����

����

�����

�堉���

趾巳｡｡1｡･������
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第20図モザンビｰクの地質図幅(1:250,000)区分

A1tLigonha-Murrupu1aはsu1-D-37/U�
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玉葱キャベツカリフラワｰ人参だとは特に喜こば

れた･空港税関では当然のようにキャベツ玉葱人

参をいくらか抜き取りニッコリする.マプトの｢ドル

ツコップ｣は年ごとに立派にたり品数を増えるが野菜は

ほとんどなく市内の一般の店やメルカｰド(公営市場)

には相変らず何もなく時にパパイヤだとの果物をこっ

そり見せてランド(南アの通貨)で買えという｡1975年

6月長いポルトガルの絆を断ち切って独立したモザンビ

ｰクは厳しい社会主義路線を取り独立独歩の道を歩ん

だもののポルトガルの長い間の奴隷に近い雇傭制度一

教育を与えない仕事のノウハウは与えたいポルトガ

ル語しか話させたい一革命後ポルトガル人帰国の際に

あらゆる機材を本国に持ち帰ってしまったこと反政府

ゲリラMNRの各地での破壊活動更には4年続いた早

舷だとが重なってモザンビｰク経済はどん底にたって

しまい遂に水と油の関係の南アと手を結ばざるを得な

くたった.

この4～5年は政府の西向きを反映してマプト市では

夜の英語塾は大繁昌で町を歩くと英語で話しかけられる

ことが多い･政府は約95%の文盲率の減少のため学校

の増設に力を入れているがポルトガル語のため教師の

不足が目立つ.

モザンビｰクの人々は私が訪れた東南アフリカ域内国

の中では飛び抜けて明るく陽気で機会があることに歌

がとび出す･南アと手を結んだモザンビｰクはこれか

らの5年が経済再建の正念場となろう.

第4表東南アフリカ域内国における種々の現況

日本との関係は極めて薄くタンザニア駐割日本大使館の管轄

である･JICA専門家は一人も居らず商社･メｰカｰの駐在員

が数人いるのみである.あの豊沃なマプト郊外の数カの農園を

日本人専門家の手で再び生き返らせ新鮮な野菜･果物･肉をマ

プト市民に供給できるようなプロジェクトを何とか実現してほ

しいというのが私の夢である.
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CAP/RMRDC;バソドソ市･インドネシ

ア)触れることができなかったが1984

年当時の域内国のもろもろの事情を第4

表にまとめてみた.しかしウガ:ノダ

ではその後革命によりオボテ政権は崩壊

しタンザニアでは建国の父ニエレレ大

統領の引退など東南アフリカ諸国の政

情は目まぐるしく変っているので第4

表は暫定的た参考資料にすぎないことを

頭において眺めてほしい.

この東南アフリカ事情のはじめに(地

質ニュｰス371号1985年7月号)紹

介した私のいたEcA/ESAl〉[RDC(国

連東南アフリカ鉱物資源開発センタｰ)

は期待していたEEC(ヨｰロッパ経

済共同体)の援助がSADCC(南部アフ

リカ開発調整会議)に向けられることに

決定したため事実上崩壊した.(Epi-

���噯�����数��敲���

(東南アフリカ事情･完)
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